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1. はじめに 
視覚障害者は，WEB ページを閲覧する場合，キーボード

操作による音声ブラウザを用いる．通常の WEB ページ閲

覧はマウス操作で行うが，マウスはポインタを利用し視覚

情報を得る必要があるため，視覚障害者には使用すること

は難しい．また，中途視覚障害者の場合，以前までのマウ

ス操作から，キーボード操作に閲覧手段が変わるため，そ

の操作に慣れるには時間を要する．そこで，タブレットを

使用し，タッチペンによって画面の表示内容を音声で呈示

できれば，操作が容易化されると考えられる．既存研究と

して，タッチ型触覚ディスプレイを用いたデータ放送及び，

WEB ページ閲覧支援の研究が行われている(1)． 

本研究では，安価なペンタブレットによる WEB ページ

閲覧支援システム（音声タブレット）の検討を行っている．

タブレットはマウスとは違い，パソコン画面上のポインタ

の位置が，タブレットの有効読取範囲（以下，範囲）にお

けるペン先の位置と一致している．しかし，通常のタブレ

ットの表面は，凹凸がなく，フラットな面である．視覚障

害者にとって，フラットな面でのタブレット操作は難しく，

表面上に凹凸の基準を設けるなどの工夫が必要である． 

今回，音声タブレットにおけるペン先の位置関係の読み

上げ方法として，タブレットの範囲上の凹凸の有無での探

索時間の比較を行った． 

 
2. 実験 

実験では，タブレットの範囲を長方形に 4 等分にする中

心線（以下，中心線）と範囲を 16 等分にする分割線（以下，

分割線）と範囲に凹凸が無い線なし（以下，線なし）で探

索時間の比較を行った． 

 実験では，被験者にアイマスクを着用した状態で，パソ

コン画面上に表示されている 16 個のボタンの中から呈示

したボタンを探索し，探索し終えるまでの時間を計測した． 

16 個の各ボタンはタブレットで操作したマウスポインタ

が振られた場合に，ボタン名を音声で読み上げるようにし

た．ボタン名は，1 行目を A の 1，A の 2，B の 1，B の 2，

2 行目を A の 3，A の 4，B の 3， B の 4，3 行目を C の 1，

C の 2，Z の 1，Z の 2，4 行目を C の 3，C の 4，Z の 3，Z

の 4 とし，規則性を持たせた．被験者は，読み上げたボタ

ン名と範囲上に設置した線をたよりに目的のボタンの探索

を行う．探索回数は，中心線，分割線，線なしとで，各々

32 回ずつ計測した． 

 タブレットは，範囲が縦 150.8mm ，横 208.8 の WACOM

社製 CTE-640 を用いた．その範囲を判別するため，厚さ

5mm の発砲スチロール製の枠で囲った．中心線は太さが

5mm，厚さが 0.5mm のビニールテープを用いた． 

被験者は 5 名とし，倫理的配慮として，実験内容，注意

事項，被験者自身の負うリスクについて事前に説明をした

上で行った． 

3. 実験結果 
 各ボタンの探索時間の平均を Fig.1 に示す．各々の平均

探索時間を比較した結果，中心線では 4.3±0.9sec，分割線

では 4.8±0.7sec，線なしでは 5.1±2.0sec，となり，中心線

を設置した場合での探索時間が短いという結果になった． 
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Fig.1 Search Time 

 

4. 考察 
実験の結果から，探索時間は，中心線を設置したタブレ

ットでの探索時間は他と比較して早いという結果になった．

分割線は，中心線より，探索の基準となる線が多く存在す

る．しかし，その高さ，幅は範囲上すべて等しく設置をし

たため，被験者は分割線に触れた場合に，ペン先がどの分

割線に触れたのかが判別できなかったと考えられる． 

今回の実験では，事前にタブレットの位置関係を被験者

に把握させ，また，ボタン名は各々に規則性を持たせ，ペ

ン先に触れたボタン名を知ることで，ペン先の位置を把握

できるようにした．タブレットの探索において，タブレッ

ト上に設置されている基準以外にボタン名の内容が探索に

影響を及ぼしていたと考えられる． 

今回の実験から WEB ページの閲覧支援システムにおい

て，WEB ページのコンテンツが記載されている位置を音声

で読み上げることの重要性が示唆された．今後，その位置

関係をどのように利用者に音声で伝えるかが重要であると

考えられる． 

 

5. おわりに 
今回，音声タブレットにおけるペン先の位置関係の読み

上げ方法としてタブレットの範囲上の凹凸の有無での探索

時間の比較を行った．結果，中心線を設置したタブレット

での探索時間が早いという結果になった．今後，その位置

関係をどのように利用者に音声で伝えるかの検討を行う． 
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